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市政だよす
OKAZAKI CITY NEW

皿Ｅ　ト、にいZ　「岡崎の桜の名所は」と聞かれて、すぐ思い浮かぶのは岡崎公園の桜。
八づ（レバト七　明治13～14年に植栽をはじめて以来、今では約600本を数えるまでになりました。

堀に垂れ下った桜と赤い神橋のコントラスト、水面に映える桜、

桜に囲まれて浮かび上かる岡崎城、そして乙川両岸に続く桜のトンネル、

それぞれが違った魅力を醸し出しています。

　(岡崎公園・桜の開花状況テレホンサービスaei ・１１ 14、６日出まで)



｜

丿

公
園
、
～
５
月
５
日
）

30

火
　
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
メ
デ
ィ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
開
幕

（
中
央
総
介

2
9
．
川
　
み
ど
り
万
‐

リ
サ
イ
ク
ル
の
日

（
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
午
前
９
時
１
）

―
‐

?s

日

岡
崎
将
棋
ま
つ
リ
（
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
前
、
午
前
1
0
時

W

27

土

巾
政
叫
ト
ぶ

26

金

2
4
・
水

12
5
・
木

Ｉ交通ルールを守ろう…４月日日は、市立小学校の入

学式です。3, BOO人あまりの新１年生が誕生し、胸踊ら

せなから新しい生活の第一歩を踏み出します。真新し

いランドセルを背負っている姿は、ほほえましいもの

ですね。ところで小学生になると保育・幼稚園児と違

い、子どもたちだけで登下校します。ここで注意した

いのが交通事故。子どもか交通事故にあう原因で一番

多いのが「飛び出し」です。交通ルールを守ることの

大切さを今一度家庭で話し合われてはいかかですか。

Ｉシャクナゲの里…しとしと春雨か降り、そして一雨

ごとに暖かくなり、草木か若芽を伸ばします。桜の次

は新緑かおる季節が待っています。うららかな春の一

日、太陽の光を浴びに森を散歩してみるのはいかがで

すか。市では今年も、南設楽郡鳳来町にある岡崎市鳳

来教育林「シャクナゲの里」を４月20日から開放しま

す。５月１日から９月30日まではキャン

プも楽しめます。土曜・日曜、夏休み期

間中はたいへん込みあいます。申し込み

-｛　は、お早めに(管財課財産係き23・
Ｓ　B057)。

カ　レ　ン　ダ　ーヵU >: 5^ ‾

23 22

　●　　●
火１月

21

日

20

土

巾
役
叫
卜
尿
閉
斤
‐
、
お
か
ざ
き
農
遊
館
オ
ー
ブ
ン

19

金

18

木

17

ホ

16

火

15

月

1
･i

日

13

土
_
ｎ

r
?
＾

'
.
ｉ
ｒ

Ｉ
／
♂
Ｉ
Ｉ
Ｉ

雌

□:

ｊ
Ｉ
　
Ｉ

12

金

11

木

10

水

９

火ド
春
の
交
通
安
全
市
民
運
動
（
～
1
5
＝
）

家
康
行
列
（
市
内
主
要
路
、
午
後
１
時
3
0
分
Ｉ
）

―
！

緑
化
ま
つ
り

|ホか

ざき
市政だより　No.805

OKAZAKI CITYNEWS 1996
４月１日

３～５　これが八－チヤルモール

６　　　市政ニュース

７　　　活かす情報　よもやま日記

８・９　きょうの岡崎

10　　　まちの特r貝だより

II　　　まちの話題

le ･ 13　市民の広場

　　　　「声」「人」「温故知新」など

14～80　お知らせ

21　　　家康行列

22　　　桜狩りの季節

６

上

巾
改

叫
ト
唯

…
庁
‐
、
市
立
小
学
校
入
学
式
・
始
業
式

‐
‐
－
－
‐
‐

（
鮭
川
公
園
、
午
前
９
時
～
午
後
３
時
、
１
７
‐
）

５

金

市
立
中
学
校
入
学
式

・
始
業
式

４

木

―
・
月

－２
・
火

－ｃ
ｖ
…
．
-
＾

人
相
撲
岡
崎
場
所
（
中
央
総
合
公
剛
総
介
体
育
館
、
午
前
８
時
～
）

桜
ま
つ
リ
間
匪
（
～
1
5
m
）

市政だより「おかざき｣は再生紙を使用しています。

市政だより●おかざき1996年(平成8年)4月1日M



Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Λ
Ｋ
Ｉ

メ
デ
ィ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ヘ

よ
う
こ
そ

　
岡
崎
市
は
今
年
で
市
制
八
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
四
月
三
十
日

か
ら
五
月
五
日
に
か
け
て
岡
崎
中
央
総
合
公
園
で
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
‐
メ
デ
ィ
ア
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
郷
土
ふ
れ
あ
い

産
業
フ
ェ
ア
や
岡
崎
こ
ど
も
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
「
イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
」
で
は
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
や
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
中
で

も
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
中
心
イ
ベ
ン
ト
と
も
い
え
る
の
か
、
「
バ
ー
チ
ャ
ル

モ
ー
ル
」
で
す
。

　
今
回
は
そ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
モ
ー
ル
の
う
ち
、
岡
崎
市
か
出
展
す
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ

ー
ン
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
制
8
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
昔
門
・
8
0
4
6

［フェスティバルゾーン］

●飲食コーナー

4／3火～5／5旧）10:00～17:00

●郷土ふれあい産業フェア

5／3窟～5／5旧）IQ:00～17:00

●ちびっこ広場

5／3金～5／5旧）10:00～17:00

●ギネスに挑戦

5／4(±)　IQ:00～
●第23回岡崎こどもまつり

5／5(日）10:00～15:00

３



↑
’
」
れ
が
八
－
チ
ャ
ル
モ
ー
ル

１
‐
＝
　
ｉ
－
Ｉ
Ｉ
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
１
１

４
月
3
0
日
脚
～
５
月
５
日
日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

岡
崎
中
央
総
合
公
園
総
合
体
育
館

Ｉ
Ｉ

　
バ
ー
チ
ャ
ル
モ
ー
ル
は
、
岡
崎
市
が

市
制
百
周
年
を
迎
え
る
二
〇
一
六
年
の

近
未
来
の
街
並
み
や
家
庭
の
様
子
を
想

定
し
た
都
市
空
間
で
す
。
「
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ゾ
ー
ン
」
「
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
」
「
快
適

都
市
ゾ
ー
ン
」
「
快
適
生
活
ゾ
ー
ン
」
の

四
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ゾ
ー
ン
で
近
未
来
の
都
市
生
活
を
体
験

で
き
ま
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン

（
バ
ー
チ
ャ
ル
市
役
所
）

　
未
来
都
市
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
の
人

目
。
バ
ー
チ
ャ
ル
モ
ー
ル
に
入
場
す
る

前
に
、
簡
単
な
ボ
タ
ン
操
作
で
住
民
力

－
ド
（
無
料
入
場
券
）
を
受
け
取
り
ま
す
。

こ
れ
は
近
未
来
の
岡
崎
市
民
に
な
る
た

め
の
住
民
登
録
を
模
し
た
も
の
で
す
。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
は
、
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
機
応
一
を
導
入
し
た
近
未
来
の

市
役
所
（
バ
ー
チ
ャ
ル
市
役
所
）
を
想

定
。
「
バ
ー
チ
ャ
ル
市
民
課
」
「
文
化
財

情
報
」
「
長
寿
福
祉
情
報
」
「
体
育
施
設

案
内
予
約
悄
報
」
「
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
サ
ー

チ
」
の
五
つ
の
仮
想
シ
ス
テ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
住
民
カ
ー
ド
を
使
い
、

未
来
の
窓
口
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験
し

て
く
だ
さ
い
。

バ
ー
チ
ャ
ル
市
民
課
Ｉ
－
Ｉ
Ｌ

　
二
〇
一
六
年
の
市
民
課
窓
口
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。
自
分
で
パ
ソ
コ

メ

ン
を
操
作
し
て
架
空
の
各
種
証
明
書
の

自
動
交
付
を
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
住
民
登
録
証
明
書

　
住
民
カ
ー
ド
と
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
で
自
分
の
名
前
や
生
年
月
口
‥
な
ど
を

入
力
。
自
分
の
顔
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で

写
す
と
顔
写
真
入
り
の
住
民
登
録
証
明

書
が
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
出
力
さ

れ
ま
す
。

▼
婚
姻
届
・
出
生
届
（
合
成
写
真
作
成
）

　
来
場
さ
れ
た
二
人
の
住
民
カ
ー
ド
を

読
み
込
み
、
二
人
の
関
係
を
結
婚
・
家

族
・
友
達
か
ら
選
択
す
る
と
、
二
人
の

関
係
証
明
乗
‥
が
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
出
力

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
来
場
さ
れ
た
二
人
の
映
像
を

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
か
ら
取
り
込
み
、
二
人

の
子
ど
も
の
想
像
写
真
を
合
成
し
ま
す
。

合
成
さ
れ
た
子
ど
も
の
写
真
は
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
出
力
さ
れ
ま
す
。

▼
各
種
相
談

　
住
民
カ
ー
ド
を
使
い
、
生
年
月
日
を

入
力
す
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
占
い

が
で
き
ま
す
。
相
談
（
占
い
）
結
果
は
、

プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
さ
れ
ま
す
。

長
寿
福
祉
情
報

　
高
齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
長
寿
・
福

祉
関
係
の
情
報
を
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
、
筒
単
に
活
用
い
た
だ
け
る

情
報
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
で
す
。

▼
ご
利
用
相
談
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
制
度

　
案
内

市政だより●おかざき199B年(平成8年)4月1日14



OKAZAKI
メラ=？アアドベンチャー(イメージ画面）

▲男女２人の映像を合成し、子どもの顔を予想(八－チヤル市民課)。

▼イラストもふんだんに使用。簡単に操作できます(長寿・福祉情報)。

▲映像(動画･静止画)と文字、音声で岡崎の文化財を紹介(文化財情報)。

▼体育施設の情報を提供します(体育施設予約情報)。

i竺21≡1!　SI田
　老AlS祉センターと老人ディサー

ビスセンターの複合麓設に併せ．地

域の高齢者と児童のふれあtヽ交濯の

鳩として利用(，ていただく多目的ホ

ールです．

―
‐
‐

i&m＼

　1

eA;富Jiセンター: 資政玖高－．ぷ富、棺官．峰笹･孵－コヽt

a附m.真一BI2S人)

色人ディサービスセンター；衿},d富、虚侭昔．泌宣、良重

(f*爵定芦一日23A)
　　　　　　　　　　　　　　--　一一/

」．

m　ｍ¶1ljlllll･II 11111●●|･|･
　　終了1:ご希望の施設をお選び下さい，

　
ご
利
用
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
寝
た

き
り
」
「
一
人
暮
ら
し
」
な
ど
利
用
者
の
立

場
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
な

施
設
、
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
情
報
の

検
索
が
で
き
ま
す
。
福
祉
制
度
案
内
で

は
、
岡
崎
市
の
制
度
を
基
に
個
別
の
制

度
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
お
も
し
ろ
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
「
か
ら
だ
」
「
く
ら
し
」
に
関
す
る
六
項

目
の
質
問
に
答
え
る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
あ
な
た
の
「
健
康
度
」
を
診
断
し

て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
が
簡
単
に
操
作

で
き
る
情
報
機
む
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

　
文
化
財
情
報

　
動
画
・
静
止
画
・
文
字
情
報
と
音
声

に
よ
り
、
市
内
の
国
指
定
重
要
文
化
財

二
十
四
点
、
県
指
定
重
要
文
化
財
三
十

二
点
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

は
、
地
図
上
か
ら
の
検
索
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
文
化

財
情
報
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

　
「
文
化
財
ク
イ
ズ
」
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

体
育
施
設
予
約
情
報

　
体
育
施
設
の
情
報
の
提
供
と
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
予
約
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
予
約
シ
ス
テ
ム
と

は
、
不
特
定
多
数
の
声
を
認
識
し
、
言

葉
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
予
約
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
最
新
の
音
声
認
識
技

術
を
駆
使
し
た
施
設
の
予
約
を
電
話
で

疑
似
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ン
ラ
イ
ン
リ
サ
ー
チ

　
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
サ
ー
チ
は
、
住
民
カ

ー
ド
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
未

来
の
投
票
を
疑
似
体
験
し
て
い
た
だ
く

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
こ
こ
で
は
大
人
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
の
投
票
と
子
ど
も
向
け
の
人
気
投

票
が
で
き
ま
す
。

※
　
住
民
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
登
録

番
号
は
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

終
了
後
に
行
う
賞
品
の
当
た
る
抽
選
に

も
利
用
さ
れ
ま
す
。
住
民
カ
ー
ド
は
捨

て
な
い
で
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
ゾ
ー
ン

　
市
制
八
十
川
年
記
念
ビ
デ
オ
や
出
展

各
社
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
が
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
で
楽
し
め
る
「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
シ
ア
タ
ー
」
と
、
今
話
包
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヘ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
（
有
料
）
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
体
験

し
た
り
兄
た
り
で
き
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
広
場
」
が
あ
り
ま
す
。

快
適
都
市
ゾ
ー
ン

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ア
ー
ト
や
吐
界
の

美
術
検
索
シ
ス
テ
ム
が
展
示
さ
れ
た

　
「
美
術
館
」
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
ス
タ
ジ

オ
な
ど
の
「
娯
楽
施
設
」
が
あ
り
ま
す
。

展
示
機
器
を
見
た
り
触
れ
た
り
し
な
が

ら
未
来
社
会
を
体
験
で
き
ま
す
。

快
適
生
活
ゾ
ー
ン

　
最
先
端
の
医
療
シ
ス
テ
ム
や
ビ
デ

オ
ー
オ
ン
ー
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
を
紹

介
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
で
快
適
に

な
る
未
来
の
暮
ら
し
を
ひ
と
足
早
く
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５



家
康
行
列
の
配
役
が

決
ま
り
ま
し
た

　
今
月
七
日
に
開
催
さ
れ
る
家
康
行
列

の
参
加
者
選
考
会
が
、
三
月
十
ヒ
日
に

市
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査

　
　
　
の
結
果
。
家
康
公
を
け
じ
め
主

　
　
役
十
一
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
▼
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

　
　
前
列
左
か
ら
、
於
大
の
方
１
小

　
　
野
紺
代
（
土
井
町
）
、
千
姫

　
　
手
島
山
香
（
竜
芙
東
一
一
丁
‐
）
、

　
　
徳
川
家
康
－
鈴
木
好
彦
（
豊
川

　
　
市
上
郷
町
）
、
竹
千
代
＝
洋
田

　
　
侑
佑
（
康
生
通
）
、
築
山
御
前

　
　
＝
成
田
ま
み
（
薮
川
一
丁
目
）
、

　
　
亀
姫
１
浪
漫
淳
子
（
中
村
町
）
、

　
　
後
列
左
か
ら
、
井
伊
直
政
Ｉ
フ

　
　
エ
ル
ナ
ン
ド
ー
オ
ル
ネ
ラ
ス
（
明

　
　
大
寺
町
）
、
本
多
忠
勝
＝
市
川

　
　
洋
太
郎
（
両
町
）
、
松
平
元
康

　
　
ａ
安
藤
幸
司
（
薮
田
二
Ｆ
‐
）
、

　
　
榊
原
康
政
‐
‥
飯
川
哲
也
（
明
人

　
　
寺
町
）
、
酒
井
忠
次
‘
近
藤
孝

　
　
男
（
庄
司
川
一
丁
目
）

　
　
　
家
康
公
に
選
ば
れ
た
、
社
会

　
　
福
祉
法
人
お
か
ざ
き
ｉ
ｃ
Ｅ
-
＝
＝
会
の

　
　
鈴
木
好
彦
さ
ん
は
「
巾
制
施
行

　
　
八
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で

　
　
も
あ
り
、
皆
さ
ん
と
共
に
行
列

　
　
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

　
　
話
し
て
い
ま
し
た
。
井
伊
直
政

　
　
役
は
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
外

　
　
国
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
の
か
た
が
務

　
　
め
ま
す
。

な
お
、
家
康
行
列
の
詳
し
い
コ
ー
ス

な
ど
は
二
十
∇
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

/
･

Ｏ

-
>

中
央
総
合
公
園
に

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
が
完
成

　
中
央
総
合
公
園
の
弓
道
場
東
隣
に
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
中
央
総
合
公
園
は
先
の
「
わ
か
し
ゃ

ち
国
体
」
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
会
場

と
な
り
、
競
技
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
か

た
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ヘ
の
関
心
が

高
ま
り
競
技
人
口
が
増
大
し
た
こ
と

で
、
日
常
的
に
も
練
習
可
能
な
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
三
十
メ
ー
ト
ル
の
十
二
人
立
ち
、
五

十
メ
ー
ト
ル
は
六
人
立
ち
（
弓
道
場
と

一
部
共
用
）
の
練
習
が
可
能
で
、
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
も
あ
り
、
五
月
一
口
か
ら
利

川
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
利
川
を
希
望
す
る
前
々

月
の
二
十
日
ま
で
に
巾
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
　
（
た
だ
し
、
五
月
分
は
四
月
一
日

か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
）
。
な
お

利
用
時
間
が
重
複
し
た
と
き
は
抽
選
を

｜

行
い
ま
す
。
抽
選
後
は
先
着
順
で
受
け

付
け
ま
す
。

－
問
い
合
わ
せ
先
　
利
用
時
問
、
料
金

な
ど
詳
し
く
は
中
央
総
八
‐
公
園
連
営
管

理
協
会
（
豊
2
5
・
7
8
8
7
）
ま
で
。

ス
ポ
ッ
ト
修
景
の
ア
イ
デ
ア

入
選
者
発
表

　
戸
崎
町
地
内
の
歩
道
の
修
景
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
八
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
米
、

特
選
、
準
特
選
と
な
っ
た
か
た
の
ア
イ

デ
ア
は
次
の
通
り
で
す
。

特
選
　
大
石
収
宏
さ
ん
（
柱
曙
二
丁
目
）

　
「
小
豆
坂
古
戦
場
を
し
の
ぶ
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
。
今
川
、
松
平
、
織
田
三
軍
の
紋

を
配
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
を
設
置

す
る
。

準
特
選
　
嵯
峨
豊
浩
さ
ん
（
鴨
田
町
）

　
「
包
み
込
ま
れ
る
優
し
さ
の
あ
る
広

場
」
。
歩
道
、
車
道
と
連
帯
す
る
広
場
を

作
り
、
そ
の
広
場
の
巾
に
人
が
通
る
こ

と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
成
。

準
特
選
　
中
根
久
志
さ
ん
（
大
西
町
）

　
「
木
の
あ
る
ふ
れ
あ
い
空
問
」
。
大
き
な

木
を
核
と
し
、
サ
ー
ク
ル
ベ
ン
チ
や
健

康
遊
具
を
配
置
し
て
、
ふ
れ
あ
い
空
間

を
創
造
す
る
。

　
ま
た
、
以
下
の
か
た
が
た
が
佳
作
と

し
て
入
選
さ
れ
ま
し
た
（
順
不
同
・
敬

称
略
）
。
天
野
照
美
（
戸
崎
元
町
）
、
藤

江
誠
（
羽
根
町
）
、
神
谷
あ
か
ね
（
羽
根

町
）
、
丹
羽
康
文
（
海
部
郡
大
治
町
）
、

商
桝
真
樹
（
美
合
町
）
。

　
市
は
今
後
、
特
選
を
中
心
に
準
特
選

を
組
み
合
わ
せ
て
、
ア
イ
デ
ア
の
実
現

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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活
か
す
・
情
報

　
●

市
民
交
通
傷
害
保
険
の

加
入
受
け
付
け
中
で
す

　
市
民
交
通
傷
害
保
険
は
。
国
内
で
運

行
中
の
車
両
に
よ
る
交
通
事
故
で
負
傷

し
、
医
療
機
関
で
治
療
し
た
と
き
に
、

医
険
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。
交
通
事

故
で
の
け
が
は
も
ち
ろ
ん
、
次
の
よ
う

な
場
合
も
支
払
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
転
倒
し
た

・
バ
ス
に
采
車
中
、
バ
ス
が
揺
れ
た
た

め
に
転
ん
だ

　
あ
な
た
も
、
万
が
一
に
備
え
て
、
市

民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

｜

■
保
険
料
　
一
人
一
年
四
百
八
十
円

※
た
だ
し
、
次
の
か
た
は
半
額
を
市
が

補
助
し
ま
す
。
①
七
十
歳
以
上
の
か
た

②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た
　
③

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
か
た
　
④
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
か
た
　
⑤
市
遺
児
手
当
て
の
支

給
を
受
け
て
い
る
児
童

Ｉ
保
険
期
間
　
五
月
一
口
か
ら
翌
年
四

月
三
十
日
ま
で

■
加
入
で
き
る
か
た
　
岡
崎
市
に
住
民

320

ハ
イ
タ
ッ
ク
2
1

市
長

々
根
猿
大

　
こ
の
た
び
本
市
が
策
定
し
た
Ｊ
Ｒ
岡

崎
駅
東
地
区
の
「
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整

備
計
画
」
が
建
設
省
か
ら
承
認
さ
れ
た
。

　
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
制
度
は
、

分
散
し
て
い
る
国
の
出
先
機
関
を
合
同

庁
舎
に
集
約
し
、
こ
れ
を
核
（
コ
ア
）

と
し
て
、
周
辺
に
市
の
施
設
や
民
間
の

建
築
物
な
ど
を
一
体
的
に
配
置
し
、
魅

力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
市
街
地
を
創
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
平
成
五
年

に
設
け
ら
れ
た
が
、
図
ら
ず
も
今
回
の

水
認
は
、
釧
路
市
や
浦
和
市
な
ど
と
と

も
に
全
国
第
一
―
と
な
っ
た
。

　
計
画
で
は
国
の
合
同
庁
舎
を
北
側
の

シ
ピ
ッ
ク
交
流
拠
点
に
、
南
側
に
は
産

業
文
化
交
流
拠
点
を
配
置
し
、
こ
れ
を

結
ぶ
交
流
軸
上
に
商
業
、
業
務
、
ホ
テ
ル

な
ど
の
民
間
施
設
を
ク
ラ
ス
タ
ー
（
ブ

ド
ウ
の
房
）
状
に
誘
導
し
、
回
遊
性
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
地
区
而
積
は
約
十
八
・
四
お
、
「
新

し
い
風
に
乗
り
　
汽
簡
が
聞
こ
え
る
ま

ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
愛
称
は
。
人

間
的
・
結
節
点
・
鉄
道
・
快
適
・
文
化
”

の
英
語
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
「
ハ

イ
タ
ッ
ク
2
1
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　
市
内
に
は
、
税
務
署
や
法
務
局
、
労

働
基
準
監
督
署
な
ど
、
十
四
の
国
の
出

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

か
た
な
ら
、
年
齢
に
関
係
な
く
加
入
で

き
ま
す
。

■
支
払
わ
れ
る
保
険
金
　
五
千
円
か
ら

最
高
百
万
円
ま
で
（
十
段
階
の
補
償
区

分
）
■
申
込
方
法
　
町
内
会
を
通
じ
、
各
家

庭
に
巾
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
保
険
料

を
そ
え
て
、
各
町
総
代
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
交
通
安
全
課
（
本
館
二
階
）

及
び
支
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た

幼
稚
園
児
、
保
育
剛
児
は
各
園
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

一
そ
の
他
　
飲
酒
連
転
、
無
免
許
運
転
、

歩
行
中
の
転
倒
、
道
路
以
外
の
場
所
で

の
事
故
な
ど
は
支
払
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
中
途
加
人
は
月
額
四
十
円

先
機
関
が
あ
り
、
老
朽
化
し
た
施
設
も

多
い
。
平
成
三
年
に
開
始
さ
れ
た
岡
崎

駅
束
土
地
区
画
整
理
事
業
に
加
え
て
、

こ
の
整
備
計
画
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
核
都
市
岡
崎
の
南
部
の
核
づ
く

り
が
一
層
促
進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。

　
当
地
域
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
数

次
に
わ
た
る
上
地
区
画
整
理
事
業
が
計

画
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
都
度
計

画
が
頓
挫
し
、
涙
を
飲
ん
で
き
た
。

　
多
く
の
課
題
や
困
難
も
予
想
さ
れ
る

が
、
本
市
の
長
年
の
懸
案
事
業
で
あ
り
、

千
載
一
遇
の
機
会
と
と
ら
え
、
「
ま
ち
づ

く
り
の
主
人
公
は
住
民
一
人
ひ
と
り
」

を
合
言
葉
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
、
市
民
の
悲
願
を
達
成
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

で
計
算
し
た
額
が
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
交
通
安
全
課
安
全

係
容
2
3
・
６
３
４
０

７



き
ょ
う
の
岡
崎

　
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
は
大
き
く
二

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
一

つ
は
「
研
究
・
増
殖
ゾ
ー
ン
」
。
こ
こ
に

は
「
バ
イ
オ
研
究
施
設
」
、
「
き
の
こ
培

養
施
設
」
、
「
い
ち
ご
育
苗
施
設
」
が
あ

り
、
農
業
の
先
端
技
術
や
情
報
を
収
集
・

研
究
し
、
岡
崎
の
農
業
を
支
え
る
施
設

が
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
が
、
今
回
完
成
し
た
「
市

民
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
」
の
「
お
か
ざ
き

農
遊
館
」
。
こ
こ
は
、
農
林
産
物
な
ど
を

安
全
、
新
鮮
、
適
正
価
格
で
提
供
し
、

消
費
者
と
生
産
者
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
に

よ
り
、
農
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産

者
の
顔
が
わ
か
る
よ
う
な
新
鮮
な
イ
メ

ー
ジ
の
あ
る
、
新
し
い
交
流
の
場
と
し

て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
か
ざ
き
農
遊
館
に
は
。
次
の
よ
う

な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

○
農
林
産
物
展
示
即
売
管
理
施
設

・
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー

　
野
菜
、
切
り
花
、
加
工
品
、
果
物
な

ど
新
鮮
な
農
林
産
物
を
展
示
即
売
。

・
米
コ
ー
ナ
ー

　
地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
含
め
、

十
種
類
ほ
ど
を
販
売
。

市政だより●おかざき1996年(平成8年)4月1日M

お
か
ざ
き
農
遊
館
9
0
オ
ー
プ
ン
言
阿
刈
辻
川
開
内
レ
匹
づ
中
ウ
余
芋
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
山
施
設
の
一
つ
で
あ
る

　
ご
○
ブ
ノ
上
Ｉ
三
白
～
］
】
Ｉ
瞳
物
回
小
即
売
施
設
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

巾
イ
ご
犬
…
…
｛
｝
‐
い
１
１

１
’
ド
ー
’
・
・
］
い
川
竹
Ａ
レ
八
千
的
よ
設
の
特
徴
と
似
要
水
紹
介
し
ま
す
。
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心

至名古屋
至豊田

(D

回斤

.カントリーエレベーター

回な

上里二丁目

岡崎環状線ス
ト
パ
ー

Ｏ大樹寺

レ
ス
ト
ラ
ン

・
栽
培
管
理
用
品
コ
ー
ナ
ー

　
栽
培
管
理
に
必
要
な
園
芸
資
材
、
肥

料
、
農
薬
、
種
苗
な
ど
の
販
売
。

・
き
の
こ
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー

　
シ
イ
タ
ケ
な
ど
菌
床
き
の
こ
類
の
展

示
即
売
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
情
恨
コ
ー
ナ
ー
、
多

目
的
広
場
、
催
事
兼
休
憩
コ
ー
ナ
ー
、

軽
食
コ
ー
ナ
ー
と
い
っ
た
生
産
者
と
消

費
者
の
交
流
の
場
が
あ
り
ま
す
。

○
花
・
観
葉
植
物
展
示
即
売
温
室

　
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
植
物
を
展
示
し
、

鉢
花
、
ラ
ン
、
観
葉
植
物
を
即
売
。

○
植
木
展
示
即
売
ほ
場

　
庭
木
、
果
樹
、
花
木
な
ど
の
展
示
即

売
。
　
地
元
農
林
業
の
良
さ
を
「
お
か
ざ
き

農
遊
館
」
で
、
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

至岡崎インター至国道１号

お
か
ざ
き
農
遊
館
の
オ
ー
プ
ン

四
月
二
十
日
山
　
午
前
十
時
。

四
月
二
十
日
山
　
二
十
一
日
㈲

は
先
着
五
百
人
に
記
念
品
を
贈
呈
。

お
か
ざ
き
農
遊
館
の
営
業
時
間
：

午
前
九
時
～
午
後
六
時
／
休
業
日

：
毎
週
木
囃
日
（
木
曜
日
が
祝
日

の
と
き
は
営
業
）

問
い
合
わ
せ
先
：
ふ
れ
あ
い
施
設

竹
理
販
売
㈱
酋
4
6
・
4
7
0
0

９
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矢作ブロック

　
皆
さ
ん
は
、
一
日
に
何
歩
く
ら
い

歩
い
て
い
ま
す
か
？
　
気
の
せ
い
か
、

最
近
万
歩
計
を
腰
に
つ
け
て
歩
い
て

い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
私
は

と
い
う
と
、
自
慢
に
な
り
ま
せ
ん
が
、

ほ
と
ん
ど
歩
く
こ
と
の
な
い
不
健
康

な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
春
か
ら
心
を
入
れ

替
え
、
少
し
ず
つ
歩
い
て
み
よ
う
と

思
い
、
ど
う
せ
歩
く
の
な
ら
歩
い
て

い
て
楽
し
い
所
は
な
い
か
と
娘
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
「
小
豆
坂

小
学
校
の
北
側
に
あ
る
、
池
の
周
り

が
歩
道
に
な
っ
て
い
る
所
は
、
カ
モ

や
野
鳥
が
た
く
さ
ん
い
て
け
っ
こ
う

お
も
し
ろ
い
よ
」
と
言
う
の
で
、
さ

っ
そ
く
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

南ブロック

！i-へ*と

4
1
1
1

　
あ
ま
り
期
待
は
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
正
直
言
っ
て
驚
き
ま
し

た
。
池
に
向
か
う
途
中
、
遊
歩
道
を

歩
い
て
い
る
と
、
い
き
な
り
ト
ン
ビ
く

ら
い
の
大
き
く
て
見
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
鳥
が
飛
び
立
っ
た
り
、
池
の

巾
や
周
り
に
三
十
か
ら
四
十
羽
ほ
ど

の
カ
モ
た
ち
が
い
た
り
し
て
、
時
間

が
経
つ
の
も
忘
れ
、
池
の
周
り
を
ぐ

る
ぐ
る
と
何
周
も
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
こ
は

「
自
然
観
察
コ
ー
ス
」
と
命
名
さ
れ

て
い
て
、
小
豆
坂
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
が
常
に
手
入
れ
し
て
く
れ
て
い

る
ら
し
く
、
非
常
に
感
心
し
ま
し
た
。

　
こ
の
自
然
観
察
コ
ー
ス
を
気
持
ち

良
く
歩
き
終
え
て
家
に
帰
り
、
家
族

１

に
話
す
と
、
「
ど
う

せ
な
ら
、
そ
こ
ま

で
行
く
の
に
も
歩

い
て
行
っ
た
ら
」

と
み
ん
な
に
言
わ

れ
、
納
得
す
る
自

分
で
あ
り
ま
し

た
。

　
名
鉄
矢
作
橋
駅
か

ら
北
へ
約
二
百
メ
ー

ト
ル
行
き
、
国
道
１

号
線
を
渡
る
と
、
旧

東
海
逆
の
狭
い
街
並

み
に
出
ま
す
。
こ
の

通
り
に
あ
る
誓
願
寺

を
中
心
に
、
毎
年
五

月
八
日
か
ら
十
‐
ま
で
、
釈
迦
の
生

誕
を
祝
う
「
花
の
琳
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
祭
り
当
日
は
、
誓
願
寺
の
束
西
二

つ
の
お
堂
で
一
年
の
農
作
物
の
吉
凶

を
占
う
「
お
た
め
し
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
熱
田
神
宮
に
な
ら
い
、
境
内
西

側
の
お
堂
に
は
春
の
作
柄
を
示
す
畑

所
、
東
の
お
堂
に
は
秋
の
作
柄
を
表

す
田
所
の
人
形
飾
り
が
奉
納
さ
れ
ま

す
。
両
所
と
も
中
央
の
三
体
の
人
形

（
神
様
）
が
着
て
い
る
衣
装
の
色
で
、

赤
な
ら
日
照
り
、
白
な
ら
風
、
水
色

な
ら
雨
な
ど
、
こ
の
「
お
た
め
し
」

を
見
て
思
い
思
い
に
作
柄
や
天
候
を

占
う
そ
う
で
す
。

　
誓
願
寺
か
ら
一
歩
外
に
出
る
と
、

旧
東
海
道
筋
に
た
く
さ
ん
の
露
店
が

並
び
ま
す
。
花
の
塔
の
名
の
ご
と
く
、

花
や
苗
な
ど
が
多
く

売
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
金
魚
す
く

い
や
た
こ
や
き
屋
さ

ん
と
い
っ
た
お
店
も

た
く
さ
ん
出
て
い
て
、

子
ど
も
の
こ
ろ
は
花

の
塔
の
‐
が
米
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
も
の
で
し

た
。
で
も
、
昨
年
久
し
ぶ
り
に
行
っ

て
み
る
と
、
お
店
が
半
分
く
ら
い
に

な
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

昔
は
旧
東
海
道
の
端
か
ら
端
ま
で
店

と
人
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
に
、
な

ん
だ
か
少
し
さ
み
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
矢
作
町
に
花
の
塔
と
い
う
祭
り
が

あ
る
よ
う
に
、
ど
こ
の
町
に
も
お
祭

り
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
昔
か
ら
の
お
祭
り
は
大
切
に
し
て

い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
も
っ
と
も
っ
と
み
ん
な
で

お
祭
り
に
参
加
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
で
す
ね
。

it
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中央総合公園をぐるっと一周

中央総合公園で３日、園内約6≒のコースを波された図而

に従って歩く「10,000歩ウォークラリー大会」がありまし

た。着々と整備が進む中央総合公園に親しんでもらおうと

いうもので、小学生から70代まで126チーム、417人が参加。

コース途中にある８ヵ所のチェックポイントで「中央総合

公園の広さはディズニーランドの何倍？」などといった課

題に答えながら、その得点と時間得点を競いました。少し

風の冷たい日でしたが､参加者たちは、「いい運動になった」

とさわやかな笑みを浮かべていました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び｀

皆さんの温かい善意に感謝

市民会館で３日、だれもが安心して暮らせるまちづくりを

推進するための資金集めと啓発活動の一環として、「市民チ

ャリティー芸能祭」を開催しました。今年はlO周年にあた

り、長年この芸能祭に

貢献された企業や団体、

出演者に感謝状が贈ら

れました。会場はあふ

れんばかりの人で、市

内の芸能ボランティア

グループなどによるバ

ンド演奏、カラオケ、

マジック、日本舞踊、

バレエなどを心ゆくま

で楽しんでいました。

この日の収益金約638

万円は市内の福祉増

進に役立てられます。

令

Ｉ
ｊ
Ｖ
Ｉ
．

跨

ﾕ

:

､芦

ﾒ心

Q11り，

↓
　
１
１
Ｊ
一
に
ｆ

ノ
ブ
士
f
ト
’

ﾚニ･J'T匹

岡崎のために頑張ります

岡崎の代表として向こう１年間、様々な行事に華を添える

｢プリンセスおかざき｣のコンテストが、竜美丘会館であ

りました。参加した39人の女性の中から、審査の結果、細

川町の塚本律子さんmm.･左)、真福寺町の小島史帆さん

　(23歳・中央)、欠町の吉岡裕美さん(19歳・右)の3 人が

選ばれました。｢市制80周年を迎える岡崎の歴史と文化を積

伍的にアピールしていきたい｣と３人とち意欲的。4月７

田(i)に行われる家康行列が初仕事となります。

｜

: ●

初めて男子学生も卒業

７日、市立看護専門学校第25期生の卒業証書授与式があり

ました。本校初の男子卒業生２人を含む33人は、診療所や

病院で准看護婦（士）として勤務しながら、昼問定時制３

年間の修学を終え、晴れてこの日を迎えました。卒業生代

表の伊野裕芙さんは、「この学校で学んだことを誇りに思

い、人として社会の一員として幅広く成長できるよう努力

していきたい」と述べました。それぞれの思い出と希望を

胸に、念噸の看護婦（士）として頑張ってほしいですね。



　
地
域
や
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
仙

岡
崎
青
年
会
議
所
（
略
称
Ｊ
Ｃ
）

第
三
十
六
代
理
事
長
と
な
っ
た

幸
司
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

　
今
年
は
ど
ん
な
活
動
を
予

定
し
て
い
ま
す
か
。

　
今
年
は
市
制
八
十
川
年

で
、
市
で
は
様
々
な
記
念
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。
Ｊ
Ｃ
も
こ
れ
に
合
わ
せ

ま
し
て
、
五
月
四
日
に
「
市

民
参
加
の
人
文
字
」
と
「
ジ

ャ
ン
ボ
五
平
も
ち
」
を
中
央

総
合
公
園
運
動
広
場
で
作
り

た安

心　●･ﾐ
゜藤の

た
人
に
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
事
業
が
成
功
す
る
よ
う
Ｊ
Ｃ
の
メ

ン
バ
ー
も
全
員
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し

！
－
・
－

Ｉ
Ｉ

『
4
1
1
一

に
い
が

ま
す
。
人
文
字
は
、
市
民
約
　
滴
１
刈
羽
澗
剖
丿
醐
り

二
千
人
の
参
加
者
を
暮
集
し
　
い
～
士
　
。
ぐ
Ｉ
。
、
、
、
。
｛
。

て
、
事
業
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
と
ロ
ゴ
を
作
り
ま
す
。
五

平
も
ち
は
、
く
し
の
長
さ
七

メ
ー
ト
ル
、
総
重
量
約
一
ト

ン
と
巨
大
な
も
の
で
ギ
ネ
ス

に
挑
戦
し
ま
す
。
炭
で
焼
き
、

市
特
産
品
の
八
丁
み
そ
で
味

付
け
を
し
、
出
来
上
が
っ
た

五
平
も
ち
は
人
文
字
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
人
や
訪
れ

自らの変革が時代を変える

卸岡崎青年会議所

　第36代理事長安藤幸司さん（37歳・・田2Tg）

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
今
年
度
の
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も

あ
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
組
織
内

で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
う
し
た

活
動
を
通
じ
て
も
得
た
新
し
い
出
会

い
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
高
め
、
自
ら

を
変
え
、
時
代
を
変
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
未
米
の
岡
崎
を
望
み

ま
す
か
。

　
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
に
し
た
い
で

す
ね
。
岡
崎
は
伝
統
、
文
化
を
持
っ

た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
、
今
ま
で

西
三
河
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
今
、
第
二
東
名
・
名
神

自
動
車
道
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が

計
画
さ
れ
て
い
て
、
岡
崎
と
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

乗
り
入
れ
を
急
が
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
の
未
来
の
岡
崎
が
さ
ら

に
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
伝

統
と
新
し
い
構
想
が
共
存
で
き
る
よ

う
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

※
　
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、

咄
岡
崎
青
年
会
議
所
事
務
局

a
5
3
◆
゛
゛
ａ
０
４
ｒ
ａ
へ
ｏ

　　'ift^l。。。

加藤寛子さん

(44歳・上地２丁目)

Ｑ
　
応
急
手
当
の
方
法
を

　
　
習
得
し
た
い
の
で
す
が
。

　
災
害
や
事
故
の
と
き
に
応
急
手
当

が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
う
の
で
す
が
、

習
得
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ

救
命
講
習
の
受
講
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
救
急
事
故
が
発
生
し
た
と
き
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
闘
に
、
現

場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
な
処
置

を
行
え
ば
、
救
命
率
は
格
段
に
向
上

し
ま
す
。
岡
崎
市
で
は
よ
り
多
く
の

か
た
に
応
急
手
当
の
方
法
を
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
次
の
三
種
類
の
講

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
普
通
救
命
講
習
は
三
時
間
の
講
習

で
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
。
サ
ー
ジ
、

止
血
法
な
ど
に
つ
い
て
人
形
を
使
っ

た
実
技
を
中
心
に
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。
上
級
救
命
講
習
は
八
時
間
で
、

普
通
講
習
の
内
容
に
外
傷
の
手
当
て

と
搬
送
法
な
ど
が
加
わ
り
ま
す
。
こ

の
講
習
は
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
終
了
者
に
は
講
習
終
了
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
町
内
、

事
業
所
単
位
で
行
う
防
災
講
習
会
が

｜

;･･111
且

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
受
講
団
体
が
希

望
す
る
応
急
手
当
て
に
つ
い
て
学
ぶ

も
の
で
、
時
間
は
一
時
間
程
度
で
す
。

　
救
命
講
習
の
受
講
に
つ
い
て
は
普

通
、
上
級
共
十
人
か
ら
三
十
人
の
団
体

で
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
日
程
な

ど
を
打
ち
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　
四
月
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
と
き
、

新
年
度
の
計
画
に
救
命
講
習
を
取
り

入
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　　　　　消防署
岡田救急救助１司令
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岡
崎
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル

㎜
㎜

補昔
を
語
る

古
田
忠
久
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
引
歳
・
岡
町
）

　
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
人
工
飼
育
が
始

ま
っ
た
の
は
昭
和
四
十
一
年
、
私
か

河
合
中
学
校
に
着
任
し
た
年
で
し
た
。

　
夏
休
み
前
、
当
時
、
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
美
合
町
の

　
「
生
田
ボ
タ
ル
」
の
増
殖
に
取
り
組

ま
れ
て
い
た
故
栗
田
俊
一
郎
さ
ん
が
、

乙
川
の
大
橋
付
近
で
の
ホ
タ
ル
観
賞

会
に
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
「
河
合

地
区
は
ホ
タ
ル
の
生
息
に
最
適
」
と

勧
め
ら
れ
。
栗
田
さ
ん
か
ら
ふ
化
し

た
ば
か
り
の
幼
虫
五
、
六
百
匹
を
譲

り
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

第
一
三
〇
回

美
し
い
光
の
舞
を
見
せ
て
く
れ
る
、
初
夏
の
夜
の
風
物
詩
「
ホ
タ
ル
」
。

河
合
中
学
校
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
清
流
を
守
る
シ
ン
ボ
ル
に
と
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
、
岡
崎
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
人
工
飼
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
幼
虫
の
放
流
式
が
、
四
月
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
初
め
は
、
科
学
ク
ラ
ブ
（
現
在
の

理
科
部
）
の
生
徒
た
ち
二
十
人
と
取

り
糾
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
タ
ル

に
関
す
る
知
識
も
技
術
、
文
献
な
ど
、

ま
っ
た
く
な
い
と
き
で
し
た
。
譲
り

受
け
た
幼
虫
を
十
日
間
で
全
滅
さ
せ

て
し
ま
い
、
学
校
近
く
の
川
で
、
生

徒
た
ち
と
幼
虫
を
捕
ま
え
、
理
科
室

に
持
ち
込
ん
で
飼
育
し
た
党
え
が
あ

り
ま
す
。

　
と
に
か
く
初
め
は
。
失
敗
の
連
続

で
し
た
。
壁
に
突
き
当
た
る
と
、
生

徒
た
ち
と
一
緒
に

川
に
入
り
、
そ
れ

こ
そ
ホ
タ
ル
か
ら

聞
き
出
そ
う
と
し

た
く
ら
い
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と

を
繰
り
返
し
、
五

年
ほ
ど
で
飼
育
活

動
も
何
と
か
軌
道

に
乗
り
、
幼
虫
を

放
流
で
き
る
よ
う
ｙ

に
な
り
ま
し
た
。
　
Ｊ

人
工
飼
育
の
Ｉ

番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
幼
虫
の
え
さ
と

な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の
確
保
で
す
。
カ
ワ

ニ
ナ
は
清
流
で
な
い
と
住
め
ま
せ

ん
。
ホ
タ
ル
を
守
る
こ
と
は
、
川
を

守
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
た

ち
は
、
ホ
タ
ル
の
人
工
飼
育
を
通
し

て
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
も
学
ん
で

く
れ
た
は
ず
で
す
。

　
当
初
、
理
科
部
員
が
中
心
だ
っ
た

飼
育
活
動
も
、
全
校
生
徒
、
さ
ら
に

学
区
内
の
全
戸
が
ホ
タ
ル
ほ
存
会
員

と
な
る
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
へ
と
広

光れ、ゲンジボタル

が
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
、

国
の
天
然
記
念
物
の

指
定
区
域
は
、
河
合

地
区
ま
で
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　
放
流
さ
れ
た
幼
虫

は
、
六
月
初
め
に
は

羽
化
し
ま
す
。
そ
し

て
、
六
月
中
旬
に
は
、

美
し
い
光
の
舞
を
見

せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
●
我
が
家
Ｇ
Ｋ
ナ
ッ
ク
写
真

田仲勝代さん（河原町）

お友達と合同のお誕生仝を開きま

した。右から娘の美咲、真里菜ち

ゃん、友樹くん、絵里香ちゃん。

小林末乃さん（北本郷町）

３歳の孫が大きな声で「鬼は夕卜、

福は内」。でも豆を拾って食べる

のに大忙しです。

私
Ｇ
ノ
ハ
・
ろ
ス
ｂ

･臼.,:.,.

上條光子さん
(47歳・福岡町)

５月15日前号（3月１日号）の答問題:おかざき農遊館のオープンはいつ？　４月15日(必着)

ii!jりの応募総数は80人で、抽選の結果、石川英二（伝馬通）、菅沼千

代子（保障町）、太田多美（明大寺町）、鈴木ひでよ（桑谷町）、合津

文子（竜美東２丁目）の皆さんに記念品を送ります。

応募方法　はがきに「答」と住所、氏名、年齢、職業を明記のうえ、

〒444市内十王町２丁目9#地　岡崎市役所広報課広報係まで。は

がきは一人一葉とし、正解者の５人のかたに記念Ｍを贈呈。
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日
時
　
５
月
1
-
Ｈ
日
向
　
午
前
1
0
時

集
合
　
場
所
　
少
年
自
然
の
家
（
須
淵
町
）

　
対
象
　
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ

の
家
族

　
内
容
　
山
野
草
観
察
、
野
外
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
募
集
人
員
　
3
0
家
族
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
。
決
定
者
に
は
後

日
要
項
を
送
付
）

　
参
加
費
　
無
料

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
①
住
所
②

氏
名
③
性
別
（
小
・
中
学
生
は
学
校

名
、
学
年
）
④
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
伽
－
3
3
　
市
内
須
淵
町
屋
名

平
四
四
－
一
「
少
年
自
然
の
家
」
ま

　
対
象
　
①
小
学
校
２
・
３
年
生

②
小
学
校
１
年
生

　
日
時
　
５
・
６
月
の
日
曜
日
（
６

回
）
　
①
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0

分
　
②
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
場
所
　
太
陽
の
城

　
内
容
　
描
画
、
粘
土
、
紙
工
作
、

デ
ザ
イ
ン
な
ど

　
日
時
　
５
月
３
日
吻
　
午
前
1
0
時

　
場
所
　
八
帖
滑
空
場
（
八
帖
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
付
近
矢
作
川
河
川
敷
）

　
対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上

グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
飛
行

市制80周年記念

子
ど
も
造
形
教
室

で
。
　
申
込
期
限
　
４
月
2
0
日
出
（
必
着
）

須
淵
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ク

第24回岡崎市民美術展(市民展)作品展

自治課文化振興室容2 3・6432

■会期　５月25日(土)～６月２日(日)

■会場　市美術館

■応募資格　16歳以上で市内に在住、

在勤または在学のかた。ただし、岡

崎美術協会員及び昨年秋の岡崎美術

展(岡展)で受賞されたかたを除く。

■出品料　無料

・出品条件　未発表作品で１部門１

人１点に限る。

■募集部門と規格　ト日本画・洋画

…50号以下で額装又は仮縁のものS・

彫塑工芸…重量50kg以下のもの･･･書

道…仕上げ寸法182cm XlOOcm以内で

枠張り又は額装のもの(縦横自由)

･・写真…半切以上で写真用パネル張

　
募
集
人
員
　
①
②
と
も
に
2
5
人

　
教
材
費
　
６
回
分
で
千
円

　
申
込
方
法
　
４
月
2
1
日
向
午
前
９

時
か
ら
、
太
陽
の
城
２
階
事
務
室
で

受
け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）
。

りのもの（プロパネル･額装は除く）

●･デザイン…Ｂ全版（72.8cm X103

cm）以内でパネル張りのもの

m応募方法　５月21日（火）午前10時か

ら午後６時の間に出品票、作品添付

票、作品預かり証に必要事項を記入

し、作品を市美術館に搬入。用紙は

市役所、市美術館、各市民センター、

市内画廊にあります。

■賞　岡崎市長賞ほか（出品者全員

に記念品）

・その他　作品によっては展示しな

い場合があります。また、作品の保

管については、不時の災害及び搬出

期限後は責任を負いません。

1:

ノ
イ
ブ
い
ぷ
㈲
聡
祠
泌
’
肩
”
゛
｀
．
　
’
－
　
　
４
　
’
望
娼
湘
゛
貰
４
勁
御
隅
角
認
１
嘔
吐

１

市政だより●おかざき1396年(平成8年)4月1日114
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４月後期

粗大ごみと

使用済み乾電池の収集

中央クリーンセンター　22 ●1 153

●各町で決められた粗大ごみ持ち寄

り場所へ、収集日の午前8時30分まで

に持ち出してください。

出してはいけないもの

事業系ごみ、タイヤ、バッテリー、オ

ートバイ（socc以下を除く）、大型農機

具、プロパンボンベなどの危険な物

収集日 収集町名

I6日㈹
本宿町束、本宿町西、本宿

町栄、本宿町中

i7日南

南ヶ丘､南ヶ丘束､美合五本
松｜・２区､美合平地西４区、

美合平地束、美合日清地区

I8日團

美合大通、美合西本、美合

生田東、美合生田西、美合
平地西I ・2区､美合平地中

19日面
小美、保母、茅原沢、生平、
蓬生、古部、切越

22日(月)
梁野、須淵、岩戸、才栗、

秦梨、上衣文、大幡、鯖巣

23日脚 山綱｜・2区、鉢地

24日南
美合平地西3区、馬頭、緑
丘１・２・３区

25日床 藤川台、本宿町緑.本宿棚田

26日倒 舞木｜・２区、羽栗

29日(月)
藤川西部、藤川東部、市場
(藤川)

30日叫 竜泉寺、桑谷、宮ノ入

福祉機器リサイクル事業

登録状況（3　　１現在）

区　　分 譲りたい人必要な人

車　い　す ０件 ６件

電動車いす １件 ０件

歩　行　器 丿牛 ２件

※　福祉機器を「譲りたい人」「必要

な人」は登録してください。

※　費用は有料の場合もあります。

　　　　地域福祉サービスセンター

　　　　　　　　昔2 3・8 9 3 8

□巫弓匝巫⊆］
岡崎地区献血推進協議会

事務局障害援護課援護係

豊23・B145

献血日程

月・日(曜)

-
４月８日(月)

４月23日(火)

時間
-
IO:OO～15:30

10:00～15:00

場所

岡崎市役所市民ロビー

愛知ほ西三河総合庁舎

■岡崎献血ルーム(シビコ5階a25・6844)

受付時間lO:00～12:30、14:00～17:30

(成分献血は10:00～12:00、14:00～16:30)

休日　毎週木曜日、5月旧、12月29日～1月３日

　
日
時
　
５
月
Ｈ
日
出
～
６
月
2
9
日

出
の
毎
週
土
曜
日
　
午
後
６
時
3
0
分

～
８
時
3
0
分

　
場
所
　
岡
崎
中
央
総
合
公
園
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
場

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
中
学
生
以
上
の
か
た

　
会
費
　
七
千
円
（
傷
害
保
険
料
は

含
み
ま
せ
ん
）

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番

号
⑥
学
年
⑦
利
き
手
（
返
信
は
が
き

に
も
住
所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
）
を

　
場
所
　
中
央
総
合
公
園
多
目
的
練

習
室
　
内
容
　
呼
吸
法
で
心
の
ス
ト
レ
ッ

チ
を
行
い
、
身
体
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
促
し
ま
す
。

　
料
金
　
一
人
１
回
四
百
円

　
定
員
　
毎
回
先
着
3
0
人

　
持
参
す
る
も
の
　
バ
ス
タ
オ
ル
、

運
動
で
き
る
服
装

時分

木
曜
日
は
午
後
２
時
3
0
分
～
４

　谷川浩司前王将はじめ９人の

プロ棋士をお招きしての市制80

周年にふさわしいビッグな将棋

イベントをお楽しみください。

の
か
た

　
募
集
人
員
　
3
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
職
業
ま

た
は
学
校
名
（
返
信
は
が
き
に
も
住

所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
）
を
記
入
し

て
、
〒
4
4
4
　
市
内
六
名
本
町
七
　
岡

崎
市
体
育
協
会
「
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験

飛
行
係
」
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
４
月
1
5
日
㈲
（
必
着
）

　
日
時
　
４
月
９
日
㈹
～
６
月
2
7
日

俐
の
毎
週
火
、
木
曜
日
（
た
だ
し
４

月
3
0
日
と
５
月
２
、
７
日
は
除
く
）

　
火
曜
日
は
午
後
７
時
～
８
時
3
0

谷川浩司前王将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

一
一
－
・
ｓ
ｇ
ｇ
ａ
一
一
ｓ
●
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｅ
ｅ
ｅ
ｌ
一
一
一
・
Ｉ
・
・
一
一
一
Ｉ
Ｉ
ゆ
Ｉ
Ｉ
ｅ

ア

ー

チ
ェ
リ

ー

教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

記
入
し
て
、
〒
擢
　
市
内
六
名
本
町

七
　
岡
崎
市
体
育
協
会
「
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
教
室
」
係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
４
月
2
7
日
出
（
必
着
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
・
！

Ｉ
Ｉ

佐藤康光八段

石田和雄九段

■日時　４月28日（日）午前lO時～午後５時

・場所　岡崎城二の丸能楽堂・三河武士のやかた

家康館前（岡崎公園内）

■招待棋士　谷川浩司前王将、石田和雄九段（三

州岡崎葵市民）、佐藤康光八段ほか

・内容　将棋大会、子供将棋大会、入門教室、プ

ロ指導対局、チャリティーサイン会、公開対局・

大盤解説会

※　詳細は､市政だより３月15日号をご覧ください。

　　　　　　　　商工労政課　公2 3・6 50 3



表
彰
を
受
け
る
に

ふ
さ
わ
し
い
か
た
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
７
月
１
日
に
行
う
市
制
施
行
8
0
周

年
記
念
式
典
で
、
市
民
の
模
範
と
な

る
よ
う
な
か
た
及
び
優
良
団
体
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。

　
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
次

の
よ
う
な
か
た
、
ま
た
は
団
体
を
ご

存
じ
の
か
た
は
、
推
薦
書
に
記
入
の

う
え
、
４
月
2
0
日
出
ま
で
に
各
町
総

代
へ
、
ま
た
は
1
9
日
吻
ま
で
に
秘
書

課
（
本
館
４
階
）
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し
た
か

た

②
教
育
、
体
育
、
学
術
、
そ
の
ほ
か

文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
か
た

③
産
業
の
開
発
振
興
に
貢
献
し
た
か

定④た
に社
会
事
業
お
よ
び
地
方
民
生
の
安

尽
力
し
た
か
た

⑤
保
健
衛
生
に
貢
献
し
た
か
た

⑥
納
税
貯
蓄
に
貢
献
し
た
か
た

⑦
治
安
の
維
持
並
び
に
水
害
、
火
災

な
ど
の
防
護
に
て
い
身
し
た
か
た

⑧
篤
行
者
で
、
特
に
市
民
の
模
範
と

な
る
か
た

⑨
そ
の
ほ
か
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ

わ
し
い
か
た

重
度
障
害
者
の
か
た
に

タ
ク
シ
ー
料
金
を
助
成

　
重
度
の
心
身
障
害
者
の
か
た
が
、

通
院
や
買
い
物
な
ど
で
外
出
す
る
と

き
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー

料
金
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
　
市
内
在
住
で
１
級
か
ら
３

級
の
身
体
障
害
者
手
帳
か
、
Ａ
判
定

ま
た
は
Ｂ
判
定
の
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
か
た
で
、
自
動
車
税
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
か
た

（
た
だ
し
、
身
体
障
害
、
精
神
薄
弱
、

老
人
、
児
童
な
ど
の
施
設
に
入
所
中

の
場
合
は
、
入
所
直
前
の
住
所
が
市

内
の
か
た
に
限
り
ま
す
）
。

　
申
請
期
間
　
４
月
１
日
側
か
ら

　
申
請
方
法
　
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
障
害
援
護
課
障
害
係
（
本
館
―

階
）
ま
で
。

　
助
成
額
　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

１
枚
に
つ
き
五
百
円
と
し
、
年
4
8
枚

の
利
用
券
を
お
渡
し
し
ま
す
（
年
度

途
中
で
受
給
資
格
と
な
ら
れ
た
か
た

は
、
１
ヵ
月
４
枚
の
割
合
）
。

医
療
費
一
部
負
担
金
が

改
定
さ
れ
ま
す

　
老
人
保
健
医
療
及
び
老
人
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
４
月

か
ら
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
通

院
一
部
負
担
金
が
千
十
円
か
ら
千
二

十
円
に
、
入
院
一
部
負
担
金
が
一
日

七
百
円
か
ら
七
百
十
円
に
改
定
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
入
院
時
食
事
負
担
金

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は

国
民
年
金
証
書
の
提
出
を

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

か
た
は
、
平
成
８
年
度
の
年
金
額
に

よ
り
今
年
８
月
期
の
支
払
額
を
記
入

し
ま
す
の
で
、
４
月
期
の
年
金
を
受

け
取
ら
れ
た
後
、
国
民
年
金
証
書
（
緑

色
の
手
帳
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
証
書
の
提
出
方
法
に
つ
い

て
は
、
４
月
上
旬
に
受
給
者
本
人
へ

通
知
し
ま
す
。

※
証
書
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金

が
一
時
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

土
地
取
引
の
前
に
は

届
け
出
を

　
適
正
な
土
地
取
引
を
す
る
た
め
、

一
定
面
積
以
上
の
一
団
の
土
地
の
売

買
な
ど
す
る
場
合
、
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
き
、
契
約
の
６
週
間
前
に

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
届
け
出
が
必
要
な
面
積
　
▼
市
街

化
区
域
＝
二
千
㎡
以
上
▼
市
街
化
調

整
区
域
＝
五
干
㎡
以
上

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
４
月
2
3
日
㈹
　
受
付
・
：
耳

鼻
咽
喉
科
＝
午
前
Ｈ
時
3
0
分
　
整
形

外
科
＝
午
後
零
時
3
0
分
　
診
断
及
び

補
装
具
相
談
…
午
後
１
時
～
３
時

　
場
所
　
福
祉
会
館
２
階
保
健
安
静

｜
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理
療
室

　
申
込
方
法

話
で
予
約
を
。

ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
係
へ
電

当
日
は
受
け
付
け
し

平
成
８
年
度
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

　
縦
覧
期
間
　
４
月
Ｈ
日
俐
～
3
0
日

㈲
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日

は
除
く
）

　
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
～
午

後
５
時

　
縦
覧
場
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

　
縦
覧
で
き
る
か
た
　
納
税
義
務
者

本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
、
納
税
管

理
人
も
し
く
は
代
理
権
を
証
す
る
書

状
か
委
任
状
を
お
持
ち
の
か
た

　
審
査
の
申
し
出
　
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
な
ど
に
つ

い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
５
月
1
0

日
溺
ま
で
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
（
事
務
局
は
資
産
税
課
内
）
に

審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
８
年
度
は
、
原
則
と
し
て

平
成
６
年
度
の
価
格
が
据
え
置
か
れ

ま
す
の
で
、
審
査
の
申
し
出
が
で
き

る
の
は
、
平
成
７
年
中
に
地
目
変
更

が
あ
っ
た
土
地
、
新
増
築
が
あ
っ
た

家
屋
、
償
却
資
産
の
価
格
に
不
服
が

あ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
１
期
分
納
期
の
変
更

収資
納産
課税
　課
登登
23 23

◆●

6 6
１０

2 92 4

　
平
成
８
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
期
間
を
４
月
に
変
更
し
た

こ
と
に
伴
い
、
毎
年
、
４
月
1
5
日
か

ら
同
月
3
0
日
と
さ
れ
て
い
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
１
期
分
の

納
期
を
本
年
度
に
限
り
、
５
月
1
6
日

国民健康保険の

異動届けは14日以内に

　　　　　国保年金課国保係昔23・6 167

　就職や退職のシーズンを迎えましたが、皆さ

んのご家族に異動はありませんか。お手元の保

険証の記載内容に変更はないか今一度ご確認く

ださい。職場の保険をやめて国民健康保険に加

入する場合は、職場の保険をやめた日から国民

健康保険に加入することになります。したがっ

て、届け出が遅れますと、さかのぼって保険料

を支払うことになります。

　次の表に該当するかたで、住民票の変更をと

もなうかたは、市役所市民課（本館１階）また

は支所で、住民票の変更の無いかたは国保年金

課（本館２階）または支所で手続きをしてくだ

さい。

か
ら
同
月
3
1
日
ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

　
な
お
、
第
２
期
以
降
の
納
期
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

精
神
障
害
者
の
通
院

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
精
神
障
害
者
の
通

院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
の
で
該
当

の
か
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
現

在
、
入
院
医
療
費
の
２
分
の
Ｉ
の
助

成
を
受
け
て
い
る
か
た
も
申
請
が
必

要
で
す
）
。

　
内
容
　
す
べ
て
の
保
険
医
療
機
関

で
の
通
院
に
要
す
る
自
己
負
担
分
を

助
成
し
ま
す
（
窓
口
で
の
支
払
い
の

な
い
現
物
方
式
）
。

　
対
象
　
次
の
条
件
を
満
た
す
か
た

①
精
神
障
害
者
及
び
保
護
者
が
市
内

に
１
年
以
上
住
所
が
あ
る
か
た
②
精

神
障
害
に
係
る
障
害
基
礎
年
金
―

級
・
２
級
及
び
障
害
厚
生
年
金
３
級

と
同
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
か
た

　
申
請
方
法
　
保
険
証
、
印
鑑
に
、

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
を
添

付
し
て
、
４
月
3
0
日
吻
ま
で
に
、
市

役
所
長
寿
課
（
本
館
―
階
）
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
支
所
で
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
）
。
①
障
害
基
礎
年
金
１

級
及
び
２
級
の
年
金
証
書
及
び
変
更

決
定
通
知
書
②
障
害
厚
生
年
金
３
級

の
年
金
証
書
及
び
変
更
決
定
通
知
書

③
障
害
者
手
帳
―
級
及
び
２
級
（
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
④
障
害

者
手
帳
３
級
で
精
神
保
健
指
定
医
が

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
別
表
第
１

の
第
1
3
号
と
同
程
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
と
判
定
し
た
診
断
書

　
そ
の
他
　
手
続
き
さ
れ
た
か
た

は
、
「
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
」
（
通

院
の
み
有
効
・
水
色
）
を
お
渡
し
し

ま
す
。

手続きを必要とするとき お持ちになるもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険を
やめたときまたは
扶養家族からはず
れたとき

・職場の健康保険をやめ
た日付のわかるもの
・印鑑

　(退職者医療制度に該当するかたは年金証書も)

転入したとき ・印鑑

子どもか生まれた
とき

・保険証・印鑑

・世帯主名義の預金通帳
（郵便局を除く）

国
保
を
や
め
る
とき

m場の健康保険に
加入したときまた
は扶養家族になっ
たとき

・職場の健康保険証
・印鑑
・国保の保険証

転出するとき ・保険証・印鑑

死亡したとき ・保険証
・印鑑
・葬儀を行つたかた名義
の預金通帳(郵便局を除く)

そ

の

他

市内で住所が変わ
るときまたは世帯主が変わるとき

冷評

修学のため子ども
が他の市町村に下
宿をし､学生用の保険証がほしいとき

・保険証
・印鑑

・在学証明書または合格通知書、学生手帳

長期旅行などで別
個の保険証がほし
いとき

冷Ｆ

保険証をなくした
ときまたは汚れた
り破損したりして
使えなくなったと
き

・写真付の身分を証明す

るもの(運転免許証など
　(お持ちでないかたは這
日郵送します)
・汚れて使えなくなった
保険証・印鑑
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岡
崎
小
針
土
地
区
画
整
理

組
合
の
変
更
事
業
計
画
書

の
縦
覧

期
間
時
間
場
所

４
月
９
日
脚
～
2
2
日
側

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

組
合
指
導
課
（
北
館
３
階
）

老
人
専
用
住
宅
整
備
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

　
対
象
　
お
年
寄
り
の
専
用
居
室
、

便
所
、
浴
室
な
ど
の
増
築
、
改
築
、

改
造
（
新
築
、
改
装
は
除
き
ま
す
）

　
資
格
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
か
た

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
建
築
後
１

年
を
経
過
し
て
い
る
家
屋
に
お
住
ま

い
の
か
た

②
6
0
歳
以
上
の
か
た
と
同
居
ま
た
は

工
事
完
了
後
１
ヵ
月
以
内
に
同
居
で

き
る
か
た

③
返
済
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
か
た

④
過
去
に
こ
の
貸
し
付
け
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
か
た

　
対
象
工
事
　
貸
し
付
け
決
定
時

　
（
受
付
月
の
翌
月
末
）
か
ら
３
ヵ
月

以
内
に
着
手
で
き
、
１
年
以
内
に
完

了
可
能
な
工
事

　
貸
し
付
け
限
度
額
　
三
百
万
円

　
利
率
　
年
３
靫

　
返
済
期
間
　
1
0
年
以
内
（
半
年
ご

と
の
元
利
均
等
払
い
）

　
連
帯
保
証
人
　
２
人

　
受
付
期
間
　
４
月
１
日
側
～
1
2
月

2
0
日
面
（
随
時
）

　
受
付
場
所
　
長
寿
課
長
寿
福
祉
係

　
（
本
館
１
階
）

岡
崎
駅
西
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
選
挙
の
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧

　
こ
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か

た
が
、
審
議
会
委
員
の
選
挙
権
及
び

被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
登
録
漏
れ
や
誤
り
が
あ
る
か
ど

う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
土
地
を
共
有
し
て
い
る
か

た
は
、
代
表
者
選
任
通
知
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
期
間
　
４
月
５
日
面
～
1
8
日
俐

　
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
場
所
　
区
画
整
理
課
（
北
館
３
階
）

　
な
お
、
期
間
内
に
異
議
の
申
し
出

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岡
崎
駅
東
土
地
区
画
整
一

審
議
会
委
員
選
挙
の
日
一

程理

　
こ
の
選
挙
は
、
岡
崎
駅
東
地
区
の

関
係
権
利
者
に
よ
る
審
議
会
委
員
の

選
挙
で
す
。

　
な
お
、
届
け
出
の
あ
っ
た
候
補
者

の
数
が
、
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
を

超
え
な
い
場
合
は
選
挙
を
行
い
ま
せ

ん
。
届
け
出
に
必
要
な
用
紙
は
、
区

画
整
理
課
に
あ
り
ま
す
。

５
月

13
日
為ａ
幻

日　日

４
月
15
日

開晋
が

旦 IH
Ｕ

告§

国
民
年
金
「
口
座
振
替
＆

前
納
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
実
施

　
平
成
８
年
度
分
の
国
民
年
金
の
保

険
料
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
た

か
た
及
び
前
納
し
た
か
た
を
対
象
に

次
の
と
お
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い

ま
す
の
で
、
奮
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

　
応
募
資
格
　
県
内
在
住
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
、
保
険
料
を
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
し
て
い
る
（
納

付
す
る
）
か
た
及
び
保
険
料
を
前
納

し
た
か
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
内
容
　
▼
国
民
年

金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
パ
ー
ク
犬

山
」
の
宿
泊
券
・
：
二
十
人
▼
国
民
年

金
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
…
二
千
人

　
応
募
方
法
　
は
が
き
に
①
住
所
②

氏
名
③
生
年
月
日
④
年
金
の
記
号
番

号
⑤
電
話
番
号
⑥
口
座
振
替
・
前
納

の
区
別
を
記
入
し
、
〒
佃
－
0
1
　
愛

知
県
民
生
部
年
金
指
導
課
内
「
口
座

市制80周年記念事業実行委員会事務局

02 3・8046市糖調年記念公開録画見学者募集
｜

CBC

｢天才クイズ｣

■日時　５月４日(土)午後２時～４

時20分　２部構成(1 時開場)(予定)

■場所　中央総合公園武道館

■出演　林家こぶ平(司会)

■入場料　無料(入場整理券が必要)

■募集人員　2.200人

■申込方法　入場整理券は、教育委

員会庶務課(市福祉会館４階)、各市

民センターで先着順に配布

Ｉ申込期限　４月26日吻まで(定員

になり次第締め切り)

‐問い合わせ先　教育委員会庶務課

昔2 3・6 5 5 3

▼「天才クイズ」
▲「ふるさと愉快亭」

目
り
同
阿仙'-"

野咽吸?必^双肪譲

NHK

ｉふるさと愉快亭・小朝が訓ました｣

■日時　５月14日(火)午後６時10分

開演(８時3}分終演予定)

■場所　市民会館

■出演　春風亭小朝ほか

■入場料　無料

Ｉ募集人員　1.500人(定員を超えた

場合は抽選)

■申込方法　往復はがきに①住所②

氏名(返信はがきにも住所､氏名、郵

便番号)を記入し、〒461－91 N H K

名古屋放送局｢ふるさと愉快亭｣係

毒で(はがき１枚につき一人に限る)。

■申込期限　４月26日廊(必着)

圃問い合わせ先　NH K名古屋放送

局事業部萱0 5 2・9 5 2・7070

市政だより●おかざき1996年(平成8年)4月旧MB



振
替
＆
前
納
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
。

　
応
募
期
限
　
５
月
3
1
日
廊
（
当
日

消
印
有
効
）

　
そ
の
他
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
当
選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
ま
す
。

成
立
し
た
条
例

　
３
月
定
例
会
で
次
の
条
例
が
成
立

し
ま
し
た
。

■
平
成
８
年
度
分
の
固
定
資
産
税
及

び
都
市
計
画
税
の
納
期
に
係
る
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
平
成
８
年
度
分
の
固
定
資
産
税
及

び
都
市
計
画
税
の
第
１
期
分
の
納
期

を
「
５
月
1
6
日
か
ら
５
月
3
1
日
ま
で
」

と
し
ま
し
た
（
詳
し
く
は
1
7
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

■
岡
崎
市
空
き
缶
等
の
ご
み
の
散
乱

の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
環
境
の
美
化
を
図
り
、
市
民
の
快

適
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
空
き

缶
等
の
ご
み
の
散
乱
の
防
止
に
関
す

る
施
策
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
ま

し
た
。

■
岡
崎
市
農
林
産
物
等
展
示
即
売
施

設
条
例
の
制
定

　
農
林
産
物
等
展
示
即
売
施
設
（
お

か
ざ
き
農
遊
館
）
の
設
置
及
び
管
理

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し

た
〈
平
成
８
年
４
月
2
0
日
施
行
〉
。

■
岡
崎
市
美
術
博
物
館
条
例
の
制
定

　
美
術
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た

　
〈
平
成
８
年
７
月
６
日
施
行
〉
。

■
岡
崎
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改

正　
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
所
得

の
算
定
基
準
額
及
び
申
請
書
の
提
出

期
限
を
改
め
る
と
と
も
に
、
賦
課
限

度
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

■
岡
崎
市
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

条
例
の
改
正

　
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
範

囲
を
拡
大
し
ま
し
た
（
詳
し
く
は
1
7

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

■
岡
崎
市
駐
車
場
条
例
の
改
正

　
岡
崎
公
園
北
駐
車
場
及
び
篭
田
公

園
地
下
駐
車
場
の
入
出
庫
を
2
4
時
間

可
能
と
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
の
駐

車
場
使
用
料
の
額
及
び
夜
間
料
金
を

適
用
す
る
時
間
帯
を
改
め
ま
し
た

　
〈
平
成
８
年
７
月
１
日
施
行
〉
。

■
岡
崎
市
中
央
総
合
公
園
ス
ポ
ー
ツ

施
設
条
例
の
改
正

　
岡
埼
中
央
総
合
公
園
に
設
置
す
る

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
等
の
使
用
料
を
定

め
〈
平
成
８
年
５
月
１
日
施
行
〉
、
休

業
日
を
変
更
し
ま
し
た
〈
平
成
８
年

７
月
６
日
施
行
〉
（
詳
し
く
は
６
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

■
岡
崎
市
消
防
団
条
例
の
改
正

　
消
防
団
員
の
報
酬
の
額
を
引
き
上

げ
ま
し
た
。

■
こ
の
ほ
か
次
の
条
例

▽
岡
崎
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る

条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
及
び
岡
崎
市
証
人
等
の
実
費

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
常
勤
の
監
査
委
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
事
務
分
掌
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の

改
正
▽
岡
崎
市
竜
美
丘
会
館
条
例
の
改

正▽
岡
崎
市
道
路
占
用
料
条
例
の
改

正▽
岡
崎
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
制
限
条
例
の
改
正

▽
岡
崎
市
学
校
医
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
改
正

トレーニングルーム休業のお知らせ

◇休業期間

　　　４月S6日産～５月日日(月)

　岡崎中央総合公園総合体育館のトレーニン

　グルームは、市制80周年記念事業開催のため、

　休業します。

　　　　　　岡崎中央総合公園運営管理協会

　　　　　　　　　　　S25・7887

｜

　また、市では合併処理浄化槽の設

置に左記の補助金も交付していま

す。

　環境保全、水質向上のため、制度

を活用し、合併処理浄化槽を設置さ

れるようお願いします。

　　　　　　　　●

　補助対象区域は、原則として、次

の区域以外の区域です。

ト公共下水道認可区域

･・農業集落排水事業区域

･･･地域汚水処理施設設置区域

　　　　　　　●

　詳しくは下記までお問い合わせく

ださい。
囚麺麺ｺ

建築指導課萱2 3・6 3 3 2
－－‥一ﾄ設置補則

下水道部工事課容2 3・6 5 4 7

　下水道のない区域でくみ取りトイ

レやし尿だけを処理する単独処理浄

化槽を使用している家庭では､台所、

風呂、洗濯などの生活雑排水がその

まま流され、川や海の汚染の大きな

原因になっています。

　そこで、現在、環境保全のために、

生活雑排水をし尿と一緒に処理し、

下水処理場なみの水質にできる合併

処理浄化槽の普及が急がれていま

す。

　市では合併処理浄化槽の普及推進

のため、従来、住宅の面積に応じて

決められていた人槽（浄化槽の大き

さ）を、その住宅に住んでいる人数

が確認できる場合には、人数と面積

を考慮し、現在の基準以下に緩和で

きるようにしました。人槽が小さく

なれば、価格や維持費も安くなり、

設置しやすくなります。

区　分 限度額

　　　　　５人槽

　　　　　６人槽

　　　　　７人槽

　　　　　８人槽

　　　　　９人槽

　　　　　10人槽

11人槽～20人槽

21人槽～30人槽

31人徳～bU人槽

51人槽～

　羽.a叩円

　586,叩0円

　73D,Q00円

　日P4,叩0円

　日24,000円

].194,000円

1,日54.000円

3,^96,000円

工記6,0叩円

亀841,0口口円
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知
つ
て
い
ま
す
か

婦
人
週
間

悶

ぱ

2性緩

14

４
月
1
0
日
～
1
6
日
は
婦
人
週
間
で
す

　
今
か
ら
5
0
年
前
の
昭
和
ｃ
＼
　
　
年
４
月

1
0
日
に
日
本
の
女
性
は
初
め
て
選
挙

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
昭
和
2
4
年
か

ら
こ
の
日
に
始
ま
る
１
週
間
を
「
婦

人
週
間
」
と
し
て
定
め
、
女
性
の
地

位
向
上
の
た
め
の
活
動
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

　
今
で
も
男
女
の
能
力
や
役
割
に
つ

い
て
、
固
定
的
な
考
え
方
が
あ
る
た

め
、
就
職
差
別
や
賃
金
差
別
が
さ
れ
、

働
く
女
性
に
は
重
い
家
事
負
担
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
第
4
8
回
婦
人
週
間
は
、
2
1

世
紀
に
向
け
て
、
男
ら
し
さ
・
女
ら

し
さ
で
は
な
く
、
「
自
分
ら
し
さ
」
を

追
求
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
、
「
2
1
世

紀
に
向
け
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
が

で
き
る
社
会
を
創
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

岡崎市の人口ttl
●
－
●
－
●
－

- ●

1996年3月１日現在

　66人増

　67人増

　133人増

30世帯増

　163,594人

　162,830人

　326,424人

109,646世帯

男
　
女
　
計

世帯数

に
実
施
し
ま
す
。

　
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
分
か
ち

合
い
、
協
力
し
、
お
互
い
を
認
め
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
あ
な
た
も
、
も
う
一
度
家
庭
や
職

場
で
の
男
女
の
役
割
を
見
な
お
し
て

み
ま
し
よ
う
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
は
つ
ら
つ
　
生
き
方
自
由
自
在
」

で
す
。

体
育
施
設
廃
止
の
お
知
ら
せ

登教

23育･
・委

６員
紐

　課

　
４
月
１
日
に
大
門
庭
球
場
を
廃
止

し
ま
す
の
で
、
同
日
か
ら
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

水
難
事
故
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

　
市
内
の
各
地
で
農
業
用
水
路
な
ど

の
通
水
が
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
を

　　●●●･●●●●●●･●●●●●●●･●●●●･●●･●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
ｒ

テレホンサ

ー

ビ'7

.

J

　●･●●■●●●●●●●●●●●●●●･●●●●●●●●･●･･･●●･●●･●●●●●･●●●●

　●●●市政だより●●●

　　公Sl ・ １ １ １ １

市からのお知らせ、催し物案内
　　　mm月曜日変更)

　　　●●●保健だより●●●

　　　　きE1 ・ １ １ IE

休日緊急当直医、検診のお知らせ、健康一ロメモ

　　　　　m週月曜日変更)

水
難
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
用
水
路

や
た
め
池
な
ど
の
近
く
で
遊
ば
せ
な

い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
路
な
ど
に
ご
み
や
土
石

を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
　
　
（
敬
称
略
）

▼
大
河
内
克
彦
▼
高
橋
利
治
▼
日
本

タ
ッ
パ
ー
ウ
エ
ア
㈱
岡
崎
製
作
所
▼

東
レ
㈱
岡
崎
工
場
従
業
員
▼
一
九
九

五
年
度
卯
岡
崎
青
年
会
議
所
▼
岡
崎

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
▼
大
樹
寺

学
区
総
代
会
▼
７
年
度
広
幡
小
学

校
・
北
野
小
学
校
・
甲
山
中
学
校
・

広
幡
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
７
年
度
葵
中

学
校
卒
業
生
保
護
者

乖
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
岡
崎
学
園
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
▼
中
部
サ
ン
ク
リ
ー
ン

㈱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金

▼
星
野
弘
之
▼
空
手
同
好
会
▼
岡
崎

繊
維
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
会

●●●子どものおはなし●●●

　　　s21 ・1 １ 13

　　　創作童話　4月|日～15日

　　　　「いっしょにあそぼ」
　作者　瑞慶覧友子さん（橋目町）

　　岡崎の昔話　4月16日～30日
「土に埋もれたお地mさん」（羽根町）

※４月７日収の午前io時からは

　「家康行列」の開催情報をご案

内しますので、「市政だより」と

　「こと七のおはなし」は休止し

ます、

皿駈皿謹虚j

　　4月1日～4月15日

CATVミクス(21チャンネル)で放送

15日卯～

岡崎いまむかし

｢花と鷹業科学大博覧会(]%3fp-)』

‐岡崎観光文化百選

～6日出

仁光明寺

8日明)～13日田

浄瑠璃姫と義経.お福と心蔵の塚

●月～土曜日＝午後6時30分～
●日曜日＝午後em～

※ミクスで放映した広報番組のピデオテ

　ープは図＆館で貸し出しています。

■まちの話題

月～金曜日「1替わりで､市内のニュース

　　　　　　を毎日放送

■いき!いき!おかざきピープル(60分川)

７日(B)
o I A＼際理解講演会

　｢ニュー・オーストラリア』①

14日(日)

0 I Al測際理解m演全

「ニュー・オーストラリア｣②

●まちの話題ウィークリー

土曜日　I mmの「まちの話勉」をまとめ

　　　　て放送

■市民便利帳

～6日出
平成8年度予算を市長に聞く

８日(月)～i3日出

家康館特別展｢豪商茶屋と池川氏｣

CATVミクス｣(西三河ニューテレビ放

送)への加入申し込み､お問い合わせは

　　四ﾌ')-ﾀﾞｲﾔﾙ　　MW 0120・345739

●●●消防テレホンガイド●●●

　　　aSl ・01 19

　　　　　火事予防広報と
火事が発生したときの発生場所の案内

●●●すくすくテレホン●●●

　　　萱SB・○フ０６

　子育てについての悩みごと相談

　(月～金曜日の午前8時30分～正午)

　●●●心の電話おかざき●●●

　　　　公2S・○783

小中学生とその保護者のかたの悩みごと相談
　　　(月～土曜日の午後|時～9時)

　　　２月末現在の

岡崎市内の交通事故状況

◆都合により番組の内容を変更することがあります。　広報課報道係a23 ・ 6007

一

一

平庇8年

-

平成７年

-

比較

事故

件数

一

死傷者

死者 負傷者

-

30B人

-

309人

-

－3人

269件 5人 301人

260件 i人 308人

十9伸 十4人 －7人

市政だより●おかざき1996年(平成8年)4月1日leo
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４月フ日(日)

家康行列
脅出陣の儀馨
■場所

１時間
岡崎城
n時～11時45分

　家康行列は江戸末期、岡崎藩士の士気を鼓舞するための

甲ちゅう行列として始まったと言われています。行列の参

加者を一般公募するようになってから16回目を迎える今年

は、市制8011年を記念して、新たに岡崎城で出陣の儀を行

います。徳川家康、四天王、十二神将などが岡崎城前に集

結し、勇ましい太鼓の演奏によって岡崎城大手門から送り

出されます。

家康行列の順路と交通規制

參出陣式脅
｜場所　伊賀八幡宮

１時間　13時～13時30分

　出陣式の行われる伊賀八幡宮は、代々松平家の尊崇をう

けており、家康も大きな合戦の際にはかならず参拝したと

言われています。行列の一行も家康に倣って、伊賀八幡宮

の拝殿にてお祓いを受けた後、いざ出陣します。

　辱家康行列

■場所　伊賀八幡宮から乙川河川敷

１時間　13時30分～15時

藷

　勇壮な武者姿の家康や三河武士たちが市内を練り歩きま

す．伊賀八幡宮を午後１時30分出発予定の隊列は、途中で

鉄砲隊と槍隊による演舞の披露を行いながら、乙川河川敷

までの約3.5キロメートルを行進します．コース途中には、

行列の内容がよく分かるように、４ヵ所のミニ中継所を設

け、放送により行列の説明をします．

■隊列編成

交通少年団……;肖防音楽隊……オープンカー……御輿列…

花屋台……行

だ.･　かた　　　　ｰ.･*- ﾍﾟﾘごせ､'^　　　　　　　　　　　　　　　　　　7･パジ:

大の方列……築山御前・亀姫列……千姫列……鳴物隊……

み丁/) 二･･'わな･;　　　　　ま'パごい､'濾とやす　　　　　．･　, *･^;tr-　　　　　;こんに'ノごかｰ.･

水野勝成隊……松平元康隊……月二伊直政隊……本多忠勝隊

　　　　　　　　　　さかきはらや＋tさ　　　　　きかいた゛--バ

……徳川家康隊……柳

　脅

■場所
１時間

模擬合
乙川河川敷

15時3D分～

戦　參

　乙川河川敷では家康行列の到着後、鉄砲隊や槍隊が模擬

合戦を行います。火縄銃の実演など戦国時代にタイムスリ

ップしたような時代絵巻が展開されます。

　
（
４
月
７
日
午
前
1
0
時
～
）

※
　
雨
天
の
場
合
は
中
央
総
合
公
園

武
道
館
で
開
催
し
ま
す
。

●
「
家
康
行
列
」
生
中
継

に
Λ
Ｔ
Ｖ
／
・
ク
ス
匹
ノ
い
ヽ
ノ
り
１
‥
一

４
月
７
日
間
午
後
２
時
か
ら
放
送

■
桜
ま
つ
り
行
事
の
問
い
合
わ
せ
先

岡
岫
巾
０
　
Ａ
肺
且

登
2
3
◆
、
″
０
２
Ｌ
・
６
・
６
・
り
乙
Ｉ
Ｉ
フ

公
別

３

●
当
日
の
雨
天
に
よ
る
「
家
康
行
列
」

開
催
情
報
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は

●･

｜



岡崎公園と伊賀川の
夜桜照明区間の案内
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「
花
゛
と
い
え
ば
桜
を
指
す
９
　
ど
、
‐
本
の
風
Ｌ
に
あ
っ
た
桜
。

ら
ん
ま
ん
と
咲
き
乱
れ
る
さ
ま
や
敗
り
ぎ
わ
は
、
↓
一
‥
箭
で
Ｉ
Ｊ
‥
い

尽
せ
な
い
ほ
ど
華
や
か
で
芙
し
い
も
の
で
す
。

　
岡
崎
公
閲
と
と
も
に
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
賀
川
。

そ
の
伊
賀
川
に
「
さ
く
ら
小
橋
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
伊
賀
川

両
岸
に
は
六
百
八
ト
本
ほ
ど
の
桜
が
餓
え
ら
れ
て
お
り
、
川
而

を
覆
う
よ
う
に
咲
き
誇
り
ま
す
、
さ
く
ら
小
橋
は
、
こ
の
両
岸

の
桜
を
一
望
し
満
喫
し
て
い
た
だ
こ
り
と
す
る
も
の
で
す
。
新

た
な
名
所
の
誕
生
と
な
る
・
一
と
で
し
ょ
う
。

～●’～’

”●

り

　
市
北
部
、
村
積
山
自
然
公
園
内
の
奥
殿
陣
屋
で
は
、
夜
桜
照

明
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
桜
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
五
ヤ
本
ほ
ど
、

背
後
の
山
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
も
あ
り
ま
す
。
ぼ
ん
ぼ
り
や
電
球

に
照
ら
さ
れ
た
幻
想
的
な
桜
の
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
（
午
後
六
時
～
九
時
、
－
五
目
囲
ま
で
）
。

　
ま
た
、
市
南
部
に
あ
る
若
松
町
の
南
公
喇
で
も
、
遊
園
地
周

辺
に
は
二
百
五
ト
本
ほ
ど
の
桜
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　
桜
の
花
が
咲
く
と
春
が
き
た
と
い
う
知
ら
せ
で
す
。
皆
さ
ん

も
春
を
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
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